
呉 商 工 会 議 所
LINE 公式アカウント

友だち追加方法は
こちらから

2 0 2 6
JANUARY

vol.850

1
発行╱呉商工会議所　令和8年1月10日　（月刊）毎月10日発行

呉商工会議所報

The Kure Chamber  o f  Commerce and Indus t r y

呉商工会議所は本年創立101年目
次の100年に向けて躍進します

呉商工会議所
公式チャンネル
登録お願いします

迎 春迎 春





CONTENTS

所報

2026（令和８）年

1
vol.850

　 年頭所感　呉商工会議所　会頭　若本　祐昭

　 年頭所感　日本商工会議所　会頭　小林　健

　 呉商工会議所常任委員会開催
副会頭一名増員　臨時議員総会で「定款」及び「議員選挙及び役員、
議員の会費に関する規約」変更が承認された

　 防衛省の建設・改修工事全般に関する説明会を開催

　 新年誌上ご挨拶

　 令和 7年度　呉海上自衛隊後援会　役員会・総会　海上自衛隊幹部
の皆様方との交流会を開催
呉商工会議所定例相談
広告を出しませんか

　 令和 7年分青色申告決算・確定申告講座 2/2 開催
呉商工会議所「税務申告相談所（予約制）」開設

　 2025 年 11月「LOBO調査」結果

　 コーヒーブレイク
日本史のトビラ「ハワイの日系人」

　 マル経融資制度のご案内
会議所会員向け融資　リーグ保証制度

　 高年齢者の再就職を支援します　
広島県特定 (産業別）最低賃金改定

　 魂に響く書
会議所の動き － 12月－

01
03
　05
06
07
09

10
11
12
13
14
15

呉市の世帯数と人口［11月分］

区　分 世帯数 人　　　口（人）
男 女 計

前 月 末 103,992 95,925 101,748 197,673
本月の増加 7 206 132 338
本月の減少 265 465 251 716
差 引 増 減 ▲ 258 ▲ 259 ▲ 119 ▲ 378
本　月　末 103,734 95,666 101,629 197,295

内　
　
　
　
　
　
　
　

訳

中 央 25,480 22,072 22,827 44,899
吉 浦 4,713 4,296 4,634 8,930
警固屋 2,101 1,744 1,857 3,601
阿 賀 7,061 6,361 6,911 13,272

広 20,428 20,368 21,657 42,025
仁 方 2,856 2,658 2,894 5,552
宮 原 3,569 3,110 3,076 6,186
天 応 1,760 1,689 1,864 3,553
昭 和 14,363 14,358 15,678 30,036
郷 原 1,999 2,121 2,062 4,183
下蒲刈 658 511 577 1,088
川 尻 3,730 3,462 3,754 7,216
音 戸 5,377 4,760 4,998 9,758
倉 橋 2,567 2,061 2,182 4,243
蒲 刈 814 612 688 1,300
安 浦 4,712 4,432 4,717 9,149
豊 浜 706 460 534 994

豊 840 591 719 1,310
令和７年 11 月末現在（住民基本台帳による）：呉市市民部市民窓口課

呉商工会議所は本年創立 101年目
次の 100年に向けて躍進します
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呉
商
工
会
議
所
　
会
頭
　
若
本
　
祐
昭

年 

頭 

所 

感

　

�　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

皆
様
方
に
は
、
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
呉
商
工
会
議
所
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
並
び
に
関
連
行
事
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
方
の

ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
、
改
め
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
呉
商
工
会
議
所
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
１
０
０
年
は
到
達
点

で
は
な
く
、
新
た
な
１
０
０
年
へ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
新
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

同
時
に
、
昨
年
十
一
月
、
会
頭
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
私
に
と
り
ま
し
て
も
、
こ
の
新
し
い
年
が
第
三
十
三
期
の
ス
タ
ー
ト
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
若
い
新
任
副
会
頭
と
共
に
、
呉
地
域
の
産
業
界
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
誠
心
誠
意
、
最

大
限
の
努
力
を
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
各
国
保
護
主
義
の
常
態
化
や
物
価
高
の
長
期
化
、
そ
し
て
海
外
発
の
不
確
実
性
の
増
大
に
強
く
影
響
さ
れ
、

先
行
き
不
透
明
感
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
難
局
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
長
年
の
停
滞
か
ら
抜
け
出
し
、
成
長
へ
と
転
換
し
て
い
く
た
め
に
、
企
業
経
営
者
自
ら
が

積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
不
確
実
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
変
革
に
挑
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
、
国
も
企
業
も

こ
の
時
代
を
生
き
抜
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。　

　

そ
も
そ
も
商
工
会
議
所
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
政
策
提
言
活
動
」
で
す
。
行
政
に
対
し
提
言
や
要
望
に
よ
り
経
済
環
境
の
改
善
や
中
小
企
業
支
援
策
の
充
実
を
目
指

し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
中
小
企
業
振
興
」
で
す
。
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
や
後
継
者
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
地
域
振
興
」
で
す
。
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

次
の
１
０
０
年
に
飛
躍
す
る
た
め
、
私
の
好
き
な
言
葉
で
あ
る
「
温
故
知
新
」
を
体
現
す
べ
く
、
呉
商
工
会
議
所
は
原
点
に
回
帰
し
、

本
来
あ
る
べ
き
姿
に
、
今
一
度
立
ち
返
り
、「
元
気
・
勇
気
・
本
気
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
新
た
な
地
域
経
済
を
創
造
す
る
よ
う
鋭
意
努

力
し
て
参
り
ま
す
。
是
非
と
も
、
私
ど
も
呉
商
工
会
議
所
に
変
革
に
挑
戦
す
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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日
本
商
工
会
議
所
　
会
頭
　
小
林
　 

健

　

�　
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
】

　

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ
た

地
政
学
リ
ス
ク
に
加
え
、
関
税
・
輸
出
管
理
・
産
業
補
助
・
投
資
審
査
な
ど
が
複
合
的
に
作
用
し
、
通
商
環
境
の

再
編
が
進
行
す
る
な
ど
、
不
確
実
性
が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
本
経
済
は
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
に
向
け
た
兆
し
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
い
つ
か
ず
、
実
質
賃
金
の
着
実
な
回
復
が
最
大
の
課
題
で
す
。
長
年

に
わ
た
り
染
み
つ
い
た
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
し
、
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
確
実
に
循
環
さ
せ
る
こ
と

こ
そ
、
日
本
経
済
の
「
再
出
発
」
に
向
け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
政
に
お
い
て
は
、
憲
政
史
上
初
の
女
性
総
理
と
し
て
高
市
総
理
が
誕
生
し
、
就
任
直
後
か
ら

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
を
は
じ
め
各
国
首
脳
と
の
会
談
を
精
力
的
に
行
い
、
首
脳
間
の
信
頼
醸
成
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
高
市
総
理
が
議
長
を
務
め
る
「
日
本
成
長
戦
略
会
議
」
に
お
き
ま
し
て
も
、
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
、

造
船
、
量
子
な
ど
17
の
戦
略
分
野
へ
の
投
資
に
加
え
、
人
的
資
本
の
強
化
、
労
働
市
場
改
革
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
、
賃
上
げ
環
境
整
備
な
ど
、
将
来
の
成
長
力
を
高
め
る
政
策
課
題
が
明
確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
成
長
戦

略
と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、
民
間
の
現
場
か
ら
具
体
的
な
提
言
と
実
行
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
私
ど
も
の

責
務
で
あ
り
ま
す
。

【
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る
も
の
に
～
「
変
革
」
と
「
価
値
共
創
」】

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
に
向
け
た
正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業
数
の

99
・
７
％
、
雇
用
の
約
７
割
（
３
大
都
市
圏
を
除
く
と
約
９
割
）
を
占
め
る
中
小
企
業
は
、
円
安
・
原
油
高

に
伴
う
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高
騰
、
人
手
不
足
や
労
務
費
の
増
加
、
さ
ら
に
は
消
費
低
迷
な

ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
企
業
が
自
己
変
革
を
果
た
し
、
変

化
す
る
外
部
環
境
に
適
応
し
て
い
く
な
ど
、絶
え
ず
「
変
革
」
に
挑
み
続
け
る
姿
勢
が
重
要
で
す
。
同
時
に
、

不
確
実
性
の
時
代
に
お
い
て
は
、
多
様
な
主
体
が
互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
り
、
新
た
な
価
値
を
共
に
創
り
、

共
に
分
か
ち
合
う
「
価
値
共
創
」
の
発
想
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
支
え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

【「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」
に
向
け
た
三
つ
の
重
点
課
題
】

　

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」

を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
以
下
の
３
点
を
重
点
課
題
と
し
て
当
所
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
」
で
す
。
成
長
型
経
済
を
実
現
す
る
に
は
、
コ
ス
ト
プ

ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ
レ
か
ら
、
需
要
拡
大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型
イ
ン
フ
レ
へ
と
転
換
し
、
賃
金
と
投
資
の
好
循

環
を
持
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
適
切
な
価
格
転
嫁
と
取
引
適
正
化
の
推
進
は
、
賃
上
げ

原
資
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
官
民
を
挙
げ
て
一
層
強
化
す
べ
き
課
題
で
す
。
加
え
て
、
経
済
安
全
保
障
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
の
両
立
、
過
度
な
円
安
の
是
正
に
向
け
た
金
融
政
策
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
、
持
続
可
能
な
全
世

代
型
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
『
稼
ぐ
力
』
の
強
化
」
で
す
。
成
長
型

経
済
の
実
現
に
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
付
加
価
値
と
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
分
野
進
出
、

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
、
知
的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活
用
、
海
外
展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
な
ど
へ
の

挑
戦
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
、
よ
り
強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
推
進
」
で
す
。
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
、

地
域
に
新
た
な
投
資
を
呼
び
込
む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
税
財
政
支
援
、
地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・

育
成
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
商
工
会
議
所
の
主
要
な
活
動
テ
ー
マ
で
あ
り
、
当
所
は
も
と
よ
り
、
各

地
商
工
会
議
所
が
中
核
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
い
た
し
ま
す
。

【「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
の
発
展
】

　

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」
と
い
う
信
念
の
下
、
会
頭
就
任
以
来
、
全
国
各
地
を
訪
問
し
、
地
域
や
事
業
者

の
生
の
声
を
伺
い
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
「
現
場
主
義
・
双
方
向

主
義
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
現
場
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
中
小
企
業
と
地
域
の
活
性
化
、
日
本
経

済
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
所
感

変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発

２
０
２
６
年
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
】

　

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ
た

地
政
学
リ
ス
ク
に
加
え
、
関
税
・
輸
出
管
理
・
産
業
補
助
・
投
資
審
査
な
ど
が
複
合
的
に
作
用
し
、
通
商
環
境
の

再
編
が
進
行
す
る
な
ど
、
不
確
実
性
が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
本
経
済
は
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
に
向
け
た
兆
し
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
い
つ
か
ず
、
実
質
賃
金
の
着
実
な
回
復
が
最
大
の
課
題
で
す
。
長
年

に
わ
た
り
染
み
つ
い
た
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
し
、
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
確
実
に
循
環
さ
せ
る
こ
と

こ
そ
、
日
本
経
済
の
「
再
出
発
」
に
向
け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
政
に
お
い
て
は
、
憲
政
史
上
初
の
女
性
総
理
と
し
て
高
市
総
理
が
誕
生
し
、
就
任
直
後
か
ら

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
を
は
じ
め
各
国
首
脳
と
の
会
談
を
精
力
的
に
行
い
、
首
脳
間
の
信
頼
醸
成
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
高
市
総
理
が
議
長
を
務
め
る
「
日
本
成
長
戦
略
会
議
」
に
お
き
ま
し
て
も
、
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
、

造
船
、
量
子
な
ど
17
の
戦
略
分
野
へ
の
投
資
に
加
え
、
人
的
資
本
の
強
化
、
労
働
市
場
改
革
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
、
賃
上
げ
環
境
整
備
な
ど
、
将
来
の
成
長
力
を
高
め
る
政
策
課
題
が
明
確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
成
長
戦

略
と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、
民
間
の
現
場
か
ら
具
体
的
な
提
言
と
実
行
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
私
ど
も
の

責
務
で
あ
り
ま
す
。

【
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る
も
の
に
～
「
変
革
」
と
「
価
値
共
創
」】

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
に
向
け
た
正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業
数
の

99
・
７
％
、
雇
用
の
約
７
割
（
３
大
都
市
圏
を
除
く
と
約
９
割
）
を
占
め
る
中
小
企
業
は
、
円
安
・
原
油
高

に
伴
う
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高
騰
、
人
手
不
足
や
労
務
費
の
増
加
、
さ
ら
に
は
消
費
低
迷
な

ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
企
業
が
自
己
変
革
を
果
た
し
、
変

化
す
る
外
部
環
境
に
適
応
し
て
い
く
な
ど
、絶
え
ず
「
変
革
」
に
挑
み
続
け
る
姿
勢
が
重
要
で
す
。
同
時
に
、

不
確
実
性
の
時
代
に
お
い
て
は
、
多
様
な
主
体
が
互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
り
、
新
た
な
価
値
を
共
に
創
り
、

共
に
分
か
ち
合
う
「
価
値
共
創
」
の
発
想
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
支
え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

【「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」
に
向
け
た
三
つ
の
重
点
課
題
】

　

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」

を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
以
下
の
３
点
を
重
点
課
題
と
し
て
当
所
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
」
で
す
。
成
長
型
経
済
を
実
現
す
る
に
は
、
コ
ス
ト
プ

ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ
レ
か
ら
、
需
要
拡
大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型
イ
ン
フ
レ
へ
と
転
換
し
、
賃
金
と
投
資
の
好
循

環
を
持
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
適
切
な
価
格
転
嫁
と
取
引
適
正
化
の
推
進
は
、
賃
上
げ

原
資
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
官
民
を
挙
げ
て
一
層
強
化
す
べ
き
課
題
で
す
。
加
え
て
、
経
済
安
全
保
障
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
の
両
立
、
過
度
な
円
安
の
是
正
に
向
け
た
金
融
政
策
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
、
持
続
可
能
な
全
世

代
型
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
『
稼
ぐ
力
』
の
強
化
」
で
す
。
成
長
型

経
済
の
実
現
に
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
付
加
価
値
と
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
分
野
進
出
、

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
、
知
的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活
用
、
海
外
展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
な
ど
へ
の

挑
戦
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
、
よ
り
強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
推
進
」
で
す
。
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
、

地
域
に
新
た
な
投
資
を
呼
び
込
む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
税
財
政
支
援
、
地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・

育
成
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
商
工
会
議
所
の
主
要
な
活
動
テ
ー
マ
で
あ
り
、
当
所
は
も
と
よ
り
、
各

地
商
工
会
議
所
が
中
核
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
い
た
し
ま
す
。

【「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
の
発
展
】

　

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」
と
い
う
信
念
の
下
、
会
頭
就
任
以
来
、
全
国
各
地
を
訪
問
し
、
地
域
や
事
業
者

の
生
の
声
を
伺
い
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
「
現
場
主
義
・
双
方
向

主
義
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
現
場
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
中
小
企
業
と
地
域
の
活
性
化
、
日
本
経

済
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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副
会
頭
一
名
増
員

臨
時
議
員
総
会
で
「
定
款
」
及

び
「
議
員
選
挙
及
び
役
員
、
議

員
の
会
費
に
関
す
る
規
約
」
変

更
が
承
認
さ
れ
た

◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦｜◦

〜
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
を
選
任
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
た
に
ス
タ
ー
ト
〜

呉
商
工
会
議
所
常
任
委
員
会
開
催

　

本
所
で
は
、
令
和
7
年
11
月
の
議
員
改

選
に
伴
い
、12
月
8
・
9
・
10
日
の
3
日
で
、

改
選
後
第
1
回
目
の
常
任
委
員
会（
総
務
・

商
業
・
工
業
・
地
域
振
興
・
観
光
・
企
業

活
性
化
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
で
は
、
正
副
委
員
長
の
互
選

が
行
わ
れ
、
新
体
制
の
も
と
で
委
員
会
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

正
副
委
員
長
は
、
次
の
方
々
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

【
委
員
長
】
山
路　

惠
司
（
㈱
豊
國　

代

表
取
締
役
社
長
）

【
副
委
員
長
】
西
藤　

公
精
（
㈱
ダ
イ
ク

レ　

常
務
取
締
役
）▼
弘
中　

京
一
郎（
中

国
木
材
㈱　

取
締
役
副
社
長
）

【
委
員
長
】
山
口　

佳
明
（
広
島
ガ
ス
㈱

呉
支
店　

常
務
執
行
役
員
呉
支
店
長
）

【
副
委
員
長
】
明
神　

博
（
蜜
屋
本
舗
㈱

代
表
取
締
役
会
長
）
▼
勝
坂　

省
吾
（
㈱

も
み
じ
銀
行
呉
営
業
部　

執
行
役
員
呉
営

業
部
長
）
▼
朝
日　

光
弘
（
朝
日
食
品
容

器
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

【
委
員
長
】
銭
村　

彰
太
郎
（
㈱
サ
ン
石

総
務
委
員
会

商
業
委
員
会

工
業
委
員
会

油　

代
表
取
締
役
）

【
副
委
員
長
】
大
之
木　

伸
行
（
呉
貿
倉

庫
運
輸
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）
▼
田
村

誠
治（
田
村
建
設
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

【
委
員
長
】
小
早
川　

孝
（
㈱
シ
ー
エ
ッ

ク
ス
ア
ー
ル　

代
表
取
締
役
社
長
）

【
副
委
員
長
】
奥
川　

正
次
郎
（
㈱
奥
川

商
店　

代
表
取
締
役
会
長
）
▼
宇
都
宮　

公
徳
（
㈱
ユ
ニ
ッ
ク
ス　

代
表
取
締
役
社

長
）

【
委
員
長
】
藤
井　

聖
（
ビ
ル
ッ
ク
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）

【
副
委
員
長
】
西
本　

恒
夫
（
㈱
総
合
セ

ン
タ
ー　

代
表
取
締
役
社
長
）
▼
八
木　

康
夫
（
広
島
電
鉄
㈱　

執
行
役
員
バ
ス
事

業
本
部
長
）

【
委
員
長
】
迫　

正
博
（
迫
正
博
税
理
士

事
務
所　

代
表
者
）

【
副
委
員
長
】
奥
原　

祥
司
（
コ
ト
ブ
キ

技
研
工
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）
▼ 

神
垣　

良
子
（
㈱
神
垣
組　

代
表
取
締
役

社
長
）

地
域
振
興
委
員
会

観
光
委
員
会

企
業
活
性
化
委
員
会

　

去
る
12
月
15
日
、
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
臨
時
議
員
総
会
で
「
定
款
」
及
び

「
議
員
選
挙
及
び
役
員
、
議
員
の
会
費
に

関
す
る
規
約
」
変
更
が
承
認
さ
れ
た
。

　

副
会
頭
の
増
員
に
つ
い
て
は
若
本
会
頭

よ
り
、
前
副
会
頭
の
畦
淳
造
議
員
（
誠
和

梱
枹
運
輸
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）
を
選

任
し
た
い
と
の
動
議
が
あ
り
、承
認
さ
れ
た
。

⒈
【
議
員
定
数
の
変
更
】

　

�

議
員
定
数
90
名
を
95
名
に
増
員
（
令
和

8
年
4
月
1
日
よ
り
）（
令
和
8
年
3

月
に
議
員
選
挙
を
行
い
、
増
員
予
定
）

⒉
【
副
会
頭
、
常
議
員
定
数
の
変
更
】

　

副
会
頭
4
名
体
制
を
1
名
増
員
し
5
名

　

�

常
議
員
30
名
を
議
員
増
員
に
よ
り
1
名

増
員
し
31
名
（
令
和
8
年
4
月
よ
り
）

⒊
【
議
員
会
費
の
変
更
】

　
�

議
員
会
費
の
増
額（
令
和
8
年
4
月
よ
り
）

畦淳造副会頭
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防
衛
省
の
建
設
・
改
修
工
事
全
般
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催

『郷土愛でつなぐ、人とまち』

【お問い合わせは、呉郷心会事務局へ】
住所：呉市本通４丁目８－１２　呉商工会議所ビル内　
電話：0823-25-4151
　Eメール：kurekyo@mazda.co.jp
　会員数（10/1現在）：220会員

郷心会HP
QRコード

ただいま、新 規 会 員 を 募 集 中です !!

呉郷心会

 主な活動：　・　　　　　　　　　　 と連携した県産品の利用促進
　　　　　　・文化鑑賞/スポーツ観戦、講習会/講演会などを通じた会員交流の推進
　　　　　　・様々な業種、業態の事業所見学
　　　　　　・地域イベントへの協賛　など

CX-80

郷心会は、「ふるさとを愛し、郷土産業を育てる会」です。
広島県下14の市町にあります。

若本会頭挨拶

　

去
る
12
月
25
日
（
木
） 

呉
商
工
会
議
所

ビ
ル
６
Ｆ
大
会
議
室
に
お
い
て
中
国
四
国

防
衛
局
よ
り
、本
所
会
員
企
業
向
け
に「
防

衛
省
の
建
設
・
改
修
工
事
全
般
に
関
す
る

説
明
会
」
を
開
催
し
た
。

　

日
鉄
跡
地
の
関
係
で
自
衛
隊
関
連
の
入

札
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
昨
今
、
本
所

建
設
部
会
所
属
の
会
員
事
業
所
を
中
心
に

約
100
人
の
参
加
者
で
会
場
は
満
員
に
な
っ

た
。

　

説
明
会
で
は
、
令
和
８
年
度
発
注
事
業

の
入
札
・
契
約
方
式
、
特
に
地
元
企
業
の

活
用
に
力
点
を
置
い
た
説
明
が
行
わ
れ

た
。
今
後
10
年
間
で
、
１
、０
０
０
億
円

規
模
の
広
島
県
内
の
自
衛
隊
施
設
の
整
備

が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
、
参
加
者
は
熱
心

に
聴
講
し
て
い
た
。

防衛省説明会風景
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新
年
明
け
ま
し
て

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
　
場
　
俊
　
明

　
（
大
新
土
木
㈱　

常
務
取
締
役
）

勝
　
坂
　
省
　
吾

　
（
㈱
も
み
じ
銀
行
呉
営
業
部　

執
行
役
員
呉
営
業
部
長
）

賀
　
谷
　
隆
太
郎

　
（
㈱
山
陽
鉄
工　

代
表
取
締
役
）

木
　
村
　
智
　
明

　
（
日
本
製
鉄
㈱
瀬
戸
内
製
鉄
所
呉
地
区
総
務
部　

呉
総
務
室
長
）

小
　
林
　
通
　
匡

　
（
ニ
ッ
キ
フ
ッ
コ
ー
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

定
　
森
　
健
次
朗

　
（
呉
本
通
商
店
街
（
振
）
副
理
事
長
）

髙
　
橋
　
　
　
進

　
（
ク
レ
ト
イ
シ
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

中
　
野
　
　
　
敏

　
（
中
国
工
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

中
　
原
　
充
　
生

　
（
大
幸
産
業
㈱　

代
表
取
締
役
会
長
）

西
　
田
　
　
　
仁

　
（
㈱
広
島
銀
行
呉
支
店　

執
行
役
員
支
店
長
）

西
　
藤
　
公
　
精

　
（
㈱
ダ
イ
ク
レ　

常
務
取
締
役
）

西
　
村
　
　
　
豊

　
（
㈱
デ
ィ
ス
コ
広
島
事
業
所　

執
行
役
広
島
事
業
所
長
）

西
　
本
　
恒
　
夫

　
（
㈱
総
合
セ
ン
タ
ー　

代
表
取
締
役
社
長
）

平
　
原
　
海
　
州

　
（
三
菱
重
工
業
㈱　

呉
工
場
工
場
長
）

弘
　
中
　
京
一
郎

　
（
中
国
木
材
㈱　

取
締
役
副
社
長
）

藤
　
村
　
重
　
造

　
（
㈱
藤
三　

代
表
取
締
役
社
長
）

藤
　
本
　
英
　
彦

　
（
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
呉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー　

所
長
）

堀
　
口
　
勝
　
哉

　
（
堀
口
海
運
㈱　

相
談
役
）

槙
　
岡
　
達
　
也

　
（
㈱
こ
っ
こ
ー　

代
表
取
締
役
社
長
）

増
　
岡
　
聡
一
郎

　
（
㈱
増
岡
組　

代
表
取
締
役
社
長
）

三
　
宅
　
清
　
史

　
（
㈱
三
宅
本
店　

取
締
役
）

屋
　
敷
　
貢
　
一

　
（
ミ
ツ
ヤ
産
業
㈱　

代
表
取
締
役
）

安
　
田
　
　
　
訓

　
（
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
呉
事
業
所　

事
業
所
長
）

山
　
上
　
　
　
陽

　
（
王
子
マ
テ
リ
ア
㈱
呉
工
場　

安
全
衛
生
管
理
室
長
兼
環
境
管
理
室
長
）

山
　
口
　
佳
　
明

　
（
広
島
ガ
ス
㈱
呉
支
店　

常
務
執
行
役
員
呉
支
店
長
）

奥
　
川
　
正
次
郎

　
（
㈱
奥
川
商
店　

代
表
取
締
役
会
長
）

迫
　
　
　
正
　
博

　
（
迫
正
博
税
理
士
事
務
所　

代
表
者
）

谷
　
口
　
彰
　
啓

　
（
㈱
糧
配　

代
表
取
締
役
）

相
　
原
　
新
太
郎

　
（
相
原
新
太
郎
法
律
事
務
所　

所
長
）

後
　
迫
　
崇
　
史

　
（
オ
ー
ル
ホ
ン
ダ
販
売
㈱　

代
表
取
締
役
）

糸
　
賀
　
　
　
誠

　
（
マ
イ
ラ
イ
フ
㈱　

代
表
取
締
役
）

監
　
　
　
　
　
事

議
　
　
　
　
　
員

若
　
本
　
祐
　
昭

　
（
和
興
通
信
工
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

日
　
田
　
克
　
也

　
（
呉
信
用
金
庫　

理
事
長
）

畦
　
　
　
淳
　
造

　
（
誠
和
梱
枹
運
輸
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

八
　
代
　
一
　
成

　
（
ベ
ン
ダ
工
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

神
　
津
　
　
　
直

　
（
中
国
化
薬
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

山
　
本
　
茂
　
樹

　
（
㈱
広
島
メ
タ
ル
＆
マ
シ
ナ
リ
ー　

代
表
取
締
役
社
長
）

柳
　
曽
　
隆
　
行

　
（
呉
商
工
会
議
所
）

相
　
川
　
敏
　
郎

　
（
㈱
エ
ス
エ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

代
表
取
締
役
会
長
）

朝
　
日
　
光
　
弘

　
（
朝
日
食
品
容
器
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

石
　
田
　
直
　
樹

　
（
㈱
呉
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー　

代
表
取
締
役
社
長
）

大
之
木
　
洋
之
介

　
（
大
之
木
建
設
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

副
　
　
会
　
　
頭

専
　
務
　
理
　
事

常
　
　
議
　
　
員

会
　
　
　
　
　
頭



本 社 737-0051 呉 市 中 央 5 丁 目 8 - 1 3 TEL 0823-24-1313
広 島 支 店 730-0823 広島市中区吉島西1-10-4 TEL 082-545-3100
東 広 島 営 業 所 739-0014 東 広 島 市 西 条 昭 和 町 7 - 6 TEL 082-420-8100

工作機械・産業機械・計測機器・物流装置・油圧機器
切削工具・作業工具・環境機器・ロボット関連
（情報と技術とスピードで地域に貢献する）
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新
年
明
け
ま
し
て

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岩
　
本
　
貴
　
紀

　
（
㈱
岩
本
商
店　

専
務
取
締
役
）

宇
都
宮
　
公
　
徳

　
（
㈱
ユ
ニ
ッ
ク
ス　

代
表
取
締
役
社
長
）

大
之
木
　
小
兵
衛

　
（
㈱
大
之
木
ダ
イ
モ　

代
表
取
締
役
社
長
）

大
之
木
　
伸
　
行

　
（
呉
貿
倉
庫
運
輸
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

奥
　
原
　
國
　
雄

　
（
ケ
ム
コ
商
事
㈱　

代
表
取
締
役
会
長
）

奥
　
原
　
祥
　
司

　
（
コ
ト
ブ
キ
技
研
工
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

海
　
生
　
俊
　
史

　
（
海
生
産
業
㈱　

代
表
取
締
役
会
長
）

加
　
納
　
暉
　
子

　
（
中
国
検
査
㈱　

代
表
取
締
役
会
長
）

神
　
垣
　
良
　
子

　
（
㈱
神
垣
組　

代
表
取
締
役
社
長
）

神
　
田
　
健
　
治

　
（
㈲
東
和
交
通　

代
表
取
締
役
社
長
）

木
　
﨑
　
裕
　
之

　
（
㈱
コ
ト
ブ
キ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン　

代
表
取
締
役
会
長
）

木
　
田
　
和
　
真

　
（
㈱
ヨ
ド
コ
ウ
呉
工
場　

工
場
長
）

木
　
村
　
多
加
二

　
（
㈱
Ｋ
Ｃ
Ｓ
・
Ｈ
Ｄ　

代
表
取
締
役
）

久
留
島
　
匡
　
繕

　
（
警
固
屋
船
渠
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

小
　
柴
　
繁
　
美

　
（
㈱
コ
シ
バ　

取
締
役
福
会
長
）

小
　
谷
　
克
　
宏

　
（
㈱
呉
英
製
作
所　

代
表
取
締
役
）

児
　
玉
　
嘉
　
則

　
（
㈱
ケ
ー
デ
ィ
ー
エ
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
ー　

代
表
取
締
役
）

小
早
川
　
　
　
孝

　
（
㈱
シ
ー
エ
ッ
ク
ス
ア
ー
ル　

代
表
取
締
役
社
長
）

小
　
林
　
久
　
晃

　
（
山
陽
海
運
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

小
　
松
　
義
　
人

　
（
㈱
小
松
薬
局　

代
表
取
締
役
）

銭
　
村
　
彰
太
郎

　
（
㈱
サ
ン
石
油　

代
表
取
締
役
）

髙
　
木
　
豊
　
途

　
（
㈱
髙
木　

代
表
取
締
役
）

竹
　
内
　
勝
　
博

　
（
㈱
テ
ク
ノ
自
動
車
学
校　

代
表
取
締
役
）

竹
　
内
　
園
　
美

　
（
山
陽
土
木
㈱　

代
表
取
締
役
）

田
　
村
　
誠
　
治

　
（
田
村
建
設
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

壇
　
　
　
哲
　
也

　
（
新
日
本
造
機
㈱
呉
製
作
所　

呉
製
作
所
長
）

長
行
事
　
義
　
人

　
（
㈱
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス　

代
表
取
締
役
）

土
　
岡
　
正
　
和

　
（
正
和
実
業
㈱　

代
表
取
締
役
）

中
　
石
　
光
　
伸

　
（
五
洋
建
設
㈱
中
国
支
店
呉
事
務
所　

所
長
）

登
　
　
　
道
　
夫

　
（

（福）
白
寿
会　

理
事
長
）

橋
　
津
　
　
　
薫

　
（
㈱
橋
津
塗
料　

代
表
取
締
役
）

橋
　
本
　
良
　
晶

　
（
㈱
呉
阪
急
ホ
テ
ル　

代
表
取
締
役
社
長
）

藤
　
井
　
　
　
聖

　
（
ビ
ル
ッ
ク
ス
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

古
　
谷
　
雅
　
典

　
（
㈱
山
口
銀
行
呉
支
店　

支
店
長
）

細
　
野
　
修
　
平

　
（
㈱
昴
珈
琲
店　

代
表
取
締
役
）

舛
　
本
　
信
　
弘

　
（
㈱
ま
す
や
み
そ　

代
表
取
締
役
会
長
）

松
　
野
　
　
　
誠

　
（
㈱
マ
ツ
ノ　

代
表
取
締
役
）

松
　
本
　
健
太
郎

　
（
広
島
信
用
金
庫
呉
支
店　

支
店
長
）

宮
　
下
　
佳
　
昌

　
（
㈱
エ
ム
ケ
イ
興
産　

代
表
取
締
役
）

明
　
神
　
　
　
博

　
（
蜜
屋
本
舗
㈱　

代
表
取
締
役
会
長
）

森
　
桶
　
博
　
史

　
（
㈱
ミ
ツ
ト
ヨ
広
島
総
務
部　

部
長
）

森
　
澤
　
大
　
司

　
（
ユ
ニ
オ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト　

㈱
代
表
取
締
役
会
長
）

八
　
木
　
康
　
夫

　
（
広
島
電
鉄
㈱　

執
行
役
員
バ
ス
事
業
本
部
長
）

山
　
下
　
俊
一
郎

　
（
㈱
ム
ロ
オ　

代
表
取
締
役
社
長
）

山
　
路
　
惠
　
司

　
（
㈱
豊
國　

代
表
取
締
役
社
長
）

山
　
村
　
貞
　
夫

　
（
サ
ン
カ
イ
テ
ク
ノ
ス
㈱　

会
長
）

山
　
本
　
人
　
史

　
（
広
島
中
央
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
）

吉
　
松
　
貞
　
晶

　
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
㈱
中
国
支
店　

事
業
推
進
室
担
当
部
長
）

渡
　
邊
　
浩
　
明

　
（
㈱
中
国
銀
行
呉
支
店　

支
店
長
）（50

音
順
）
















